
1

SAP Cloud ERP (Public)
導入前アセスメントサービスのご紹介

合同会社 デロイト トーマツ

Digital Transformation with SAP

比較観点 SAP Cloud ERP (Public) SAP Cloud ERP Private

適した企業像 標準化・短期導入を重視する企業 柔軟性・個別要件対応を重視する企業

導入アプローチ Fit-to-Standard (SAP標準に業務を合わせる) 個社要件に応じて柔軟に構築

機能範囲
ERPコア領域および一部製造領域+ 新機能（生成AI、サステナビ

リティ等）※順次対応拡大中
フル機能 + 新機能（生成AI、サステナビリティ等）

拡張性 In-App / Business Technology Platformによる拡張 In-App/Business Technology Platform / ABAP拡張

バージョンアップ 年2回、自動適用 S/4HANA® 2023以降は2年に1回

ライセンス サブスクリプション サブスクリプション

周辺システム連携 標準API中心 既存I/Fを含め柔軟に対応可能

環境 共同のS/4HANA環境を利用 専用環境

ネットワーク Internet接続 専用線またはVPN接続

SAP Cloud ERP (Public) 、最適な導入への第一歩を。
Fit-to-Standardにより、導入を早く、ムダなく、シンプルに

最新機能の活用に加え、グループ会社展開や業務統制の強化まで、幅広い課題解決を支援します

SAP Cloud ERP (Public) 製品の特長



SAP Cloud ERP (Public)導入時のポイント
SAP Cloud ERP (Public)の導入で、特に押さえておきたいポイントは次の4つです。

SAP Cloud ERP (Public)の導入を検討する企業の多くは、

単なるシステム刷新ではなく、統制強化や業務標準化といった課題を背景に抱えています。

システム導入前のよくある課題

• SAP Cloud ERP (Public)はSAP標準機能とベストプラクティスを活用することで短期間で導入しやすい

• 初期段階で対象範囲や優先順位を明確にし、迅速に意思決定できる体制を整えることが重要

短期導入の成否は“初期設計”で決まる

“Fit to Standard”が業務変革の出発点

アップデート前提で、運用を設計する

周辺システム連携は“先に整理”が鉄則

POINT 1

POINT 2

POINT 3

POINT 4

• 業務ルールが未整備

• マスタ管理ルールが未統一

• 全社横断で状況を把握できない

ガバナンス不足 Excel依存業務が多い
• 予実管理、固定資産、

決算補助などでExcelに依存

• 購買業務をExcelで実施

監査対応の不備

• 監査資料を迅速に出力できない

• 収益認識が適切ではない

• 手動仕訳や決算レビューが不十分

• 仕訳元の取引発生根拠が曖昧で

システム連携の整合性を担保できない

内部統制の不備

• 承認フロー・承認基準が未整備

• 権限管理や職務分掌が機能していない

• マスタ登録・変更統制が不十分

• 変更管理やアクセス管理が不十分

既存SAPの複雑化

• 従来型の導入では期間・コストが増大

• アドオン蓄積による複雑化

短期導入・展開が必要

• 買収・カーブアウト後すぐに導入したい

• 複数のグループ会社への導入が必要

• 導入にあたっては、SAP標準機能を活かす “Fit to Standard” の考え方が重要

• 現行業務をそのまま再現するのではなく、SAP標準プロセスを理解し、どこまで標準に合わせるかを見極める

• 現場の運用や業務ルールの見直しも伴うため、関係部門の理解や定着支援等のチェンジマネジメントも必須

• 定期的なバージョンアップに対応するため、稼働後も継続して活用・改善できる運用体制を導入時から整える

• “将来的な機能拡張・使い続ける前提”で設計することが、長期的な安定運用につながる

• 既存の周辺システムとの連携が必要なケースが多く、事前に役割分担やデータ連携の方法・タイミングの整理が必要

• インターフェース設計では業務要件に加え、API/BTP活用/セキュリティ/運用保守の観点も含めて検討する



本サービスでは、貴社の現状や課題を整理し、SAP Cloud ERP (Public) の適用可能性や進め方を整理します。

標準機能で対応できる範囲を踏まえ、貴社に合った導入アプローチをご提案します。

アセスメントサービスのご紹介

パターンB

全体構想を踏まえた導入

• アセスメント結果から全体構想を具体化

• 業務・システムを横断した導入方針整理

• 業務・運用課題の解決に向けた伴走

パターンA

スピード重視の先行導入

• 標準機能中心で導入範囲を絞る

• 優先度の高い業務を先行導入

• 段階的に対象を拡大

Step1・2の結果をもとに、貴社の課題・緊急度・スコープ・条件に応じたアプローチをご提案します。

SAP Cloud ERP (Public) が適した選択肢かどうかも含めて、現実的な進め方を明確にします。

弊社SAP Cloud ERP統合型ソリューションの活用

必要に応じて、Deloitteの統合型ソリューションもご活用いただけます

アセスメントサービスのご支援内容

代表的なご提案例 ※こちらは代表例です。貴社の状況に応じて最適な進め方をご提案します。

• 対象業務・部門・既存システムを整理

• システム間の関係・影響範囲を確認

• 導入対象スコープの優先順位をつける

システム化対象の整理

現状課題の可視化

• 関係者ヒアリングで課題整理

• 業務・運用課題を可視化

• 導入前に検討すべき論点を明確化

• SAP標準機能の適用可能性を評価

• Scope Item（標準業務テンプレート）との

適合性を確認

• 既存アドオンの標準化余地を整理

標準適用範囲の評価

標準機能適用評価結果

導入対象スコープ一覧

課題・論点整理一覧
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業界知見

構想具体化を支援

アクセラレータ

標準化・導入加速を支援

導入後支援

運用・継続改善まで支援

導入アプローチ案
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SAP Cloud ERP (Public)導入関連サービスのご紹介

当社SAP Cloud ERP統合
パッケージのご紹介はこちら

Deloitte + SAPの

導入事例はこちら

貴社の状況に応じて、アセスメントの進め方をご案内します。まずはお気軽にご相談ください！

吉田大介 | Yoshida Daisuke

SAP Cloud ERP Leader

合同会社デロイト トーマツ パートナー
daiyoshida@tohmatsu.co.jp
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